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9月2９日（金）に大子警察署と連携
した不審者対応避難訓練を実施しまし
た。
「校舎内に不審者が侵入した」という

設定で近くの生徒は、第一次避難（教
室内で、バリケードを作って窓際に避
難）と第二次避難（放送の指示に従っ
てより安全な場所に移動して避難）の２
段階の避難をしました。
避難後、大子警察署スクールサポー

ターの大津様より、次のような指導講話
がありました。

講話の後、全校生徒を代表して、３年〇〇〇〇さんが、
「不審者対応の避難訓練の話を聞いて『うまく避難できるか』」と緊張しました。実際に実施してみ
てパニックにならず、仲間と協力して、落ち着いて行動することの大切さを改めて学びました。ま
た、 SNSについては軽率に使わず、ルールを決め、友達と注意し合うなど『自分で考えて行動す
る』こ とが大切だと思います。本日はご指導をありがとうございました」とお礼の言葉を述べました。

今回は、実際に大子警察署に通報訓練を実施し、大子警察署スクールサポーターの大津様、
生活安全課の長谷川様、地域課の砂岡様・田中様・鈴木様に直接ご来校いただき、有事の際の
避難行動方法、警察署との連絡連携の方法を行いご指導をいただきました。今後も、安全・安心な
学校づくりを生徒・職員とともに推進していきますので、保護者・地域のみなさまのご理解・ご協力
をお願いいたします。
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「自分の安全は自分で守る」
～大子警察署と連携した不審者対応避難訓練実施～

パニックを煽る奇声は厳禁
バリケード（上の写真）を作るときに「キャー」という叫び声が聞こえました。不審者を興奮させ
るとともにパニックを煽ることに繋がりかねないので、静かに指示に従うことが大切です。

校舎内への侵入事件・登下校時の不審者に遭遇する事件はなくならない。
いつでも自分自身がどう判断し、行動することが問われている。常に自分の登下校時の危険

な場所の把握と安全な行動（「いかのおすし」いかない・乗らない・大声を出す・すぐ逃げる大人
に知らせる）の確認が必要です。

「自分だけは大丈夫」と思っていないか？SNSで知り合った人は知らない人
今、SNSを通じた、特殊詐欺（受け子行為により犯罪に加担する）・SNSで知り合った人からの

被害がものすごい数で増えている。いつどこでそのような被害に遭うか分かりません。
① SNSで知り合った人と直接会わない。SNSの情報が正しいとは限りません。
② 個人情報を載せない。ネット上で消すことはできません。
③ 自分や友達の写真を送らない。ネット上で消すことはできません。
④ 不安なことがあったら大人に相談する。

保護者のみなさまへ
大切なお子様を守るために保護者として、次のことが必要です。
① 「うちの子に限って」と過信せず、フィルタリングの設定して、
有害サイトから守りましょう。

② スマホやタブレットに関する家庭でのルールづくりをし、発達
段階や特性に応じた適切な使用方法を身に付けさせましょう。

③ お子さんの変化に気付き、見守りましょう。
④ 不安なことがあったときには、茨城県警察少年相談コーナーへ相談してください。
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